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カール ･デュ･プレルの心霊研究における科学と発達

熊谷哲哉

はじめに

心霊写真や交霊術や空中浮揚といった､不可思議な現象は､今日の私たちにとっても､興味

深いものであるし､死後に私たちの記際闇討申活動はどのように存続するのかというのは､い

まだ解けない謎である｡しかしながら私たちの多くは､これらの現象が､もはや大学で行われ

ているような心理学や物理学の研究対象ではないことは知っているし､それどころか "心霊現

負"として伝えられるものなど､ほとんどがウソであるということもよく分かっている｡だが､

わずか100年ほど前には､多くの自然科学者や知識人たちが大衆も巻き込んで､真剣にオカル

ト現象の解明に取り組んでいたのである｡1850年代に始まる､近代における心霊主義の流行

は､単に迷信深い時代の名残りとして片づけることはできない｡鉄道･飛行幾･写真 ･映画な

どの､現代に通じる科学技術が開発された時代において､なぜ人々はこれらの心霊現象ら魂をせ

られたのだろうか｡人々が考えていたことは､何だったのだろうか｡人間の精神活動における

不可思議な吾防i-の関心､そして生と死といった世界観-の問いというのは､現代に生きてい

る私たちにおいてもまだまだ不可解な部分が多い分野であるし､100年前の問いを掘り起こす

ことが､私たちが気づかなかった､過去から現在への連続性に目を聞かせ､そして私たちが見

落としていた現代的な問題を再考する契機となりうる｡このような意味で､心霊主義について

考察することは現代においても意義のあることだといえよう｡

本稿は 19世紀末ドイツで活動した､代表的な心霊研究者･哲学者であるカーソレ･デュ･プ

レル (1839-1899)をとりあげ､その心霊研究を概観し､彼がとりわけ自然科学や技術といっ

た方面の知識をどのようにノ 究と結合させたのかを探り､彼のノ

ついて考察することを目的とする｡

究の今日的な意義に

本稿は､日本独文学会秋季研究発表会 (名古屋市立大学､2009年10月17日)におけるシンポジウム r神

秘主義自別姓界像と自然科学｣(発表者 :福元圭太､田木堀口彦､門林岳史､頁輪哲哉)での発表 ｢カーソレ･デ

ユ･プレルにおける科学技術とノ をもとに加筆修正したものである｡
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1.カール ･デュ･プレルの心霊研究とモデルネ

はじめに､長く忘れられていた思想家の一人であるカーソレ･デュ･プレルという人物につい

て簡単に説明しておきたい.デュ･プレルは 1839年､バイエルンのランツフートで､フラン

ス出身の貴族の家系に生まれた｡大学で法学および哲学を修めた後に､陸軍に入隊し､普仏戦

争に従軍したが､1872年に退役し､以後は在野の研究者としてミュン-ンを拠点に活動した｡

デュ･プレルの研究活動は､1868年に学位論文として提出された 帽朔牢釈､超越論的観念論

からみた夢について』という論文を出発点としている｡1軍暇を退いた後､とりわけ 1880年

代以降､デュ･プレルは矢継ぎ早に著作を刊行している｡代表作である､『叙情詩の心哩学』､

『惑星の居住者と星雲説』(ともに1880年)､『宇宙の発達史』(1882年)､田中秘哲学』(1885

午)､レクラム文庫として刊行された 『人間の謎』(1892年)､および 『J戯 (1893年)､

そして唯一の 催̀日脚 勺･心霊主義的長編小説7'の 『氷河の十字架』(1891年)などはこの時

期に発表された｡2

デュ･プ レルは自らの学問的 ･鹿部勺立場として､Spiritismusという語を用いている｡こ

の語が単にひとつの ｢主義｣を意味しているのではなく､学問分野のひとつとして位置づけよ

うとしていることから､本稿では ｢心霊主義｣または ｢ノ

する｡3デュ･プレルのノ

秘体験

究｣という訳語を用いることに

究は､従来の宗教的 ･秘教的なイメージでとらえられがちな神

より科学的に解明しようとした点に特徴がある｡すなわち､伝承や個人

的な体験､修業などを重除するのではなく､実験や観察そして文献資料などを駆使し､検証可

能な自然科学的な現象として心霊主義に取り組んだのである｡

デュ･プレルの学問的な関心は､青年期から取り組み始めた哲学研究が生涯を通じてその中

心となっていた｡彼の思想に大きな影響を与えた人物として､カント､ショーペンハウア-そ

して同日新宅の在野の哲学者エドゥアル ト･フォン･ハル トマンが挙げられる｡ 特にデュ･プレ

ルと同世代のノVレトマンは､ショーペンハウア-の意思の哲学を発展させ､世界を動かす原理

として無意識をすえようと試みたことで知られるが､書簡による交流を通じて､デュ･プレル

のライバルであると同時に師であったと言われる｡ デュ･プ レルは哲学を出発点に､天文学､

1Du打el:Onekokritikon.DerTraum vomStandpunktdestranscendentalenIdealismus.h:Deutgtzhe
佐地軸 Aprn1869,S.1881241.Diss.
2デュ･プ レルの主な著作の書誌情報は以下の通りである｡Psydokg'edeTLjqik.Leipzig1880;Db
lYme鮎血 eTLadcb'eNebLLIwLw 盆ese.Leipzlg1880;Entm'tzmLmgSgEjStZhthtedesWeltaHs.

●

Leipzig 1882;FhHosoph'e dtT Mystik.Leipzig 1885;DzLg 且おuz am Femetr 励
LiyPnOtZ'jKZh-sph'dstikheTR2mm 血2Bhdtin.Stuttgart1891;DHSh 'tseldesMem KZhen.Leipzig
1892;DEWFph'tlimus.Leipzig1893.
3また､デュ ･プレルは自らの学問的な立場を表すのに､Spiritismus だけでなく､｢オカルティズム
(Okkultismus)｣という語も用いている｡デュ･プレルにおいて両者の用語の意味に大きな違いはなしも
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ダ｣ウイン流(窃封ヒ論､詩学など､豊富な学識を駆使して､狭義 ｢心霊｣研究には収まらない､

心理学､哲学､宇甜 ヒ論､文学など幅広い分野にまたがる研究･執筆活動をおこなった｡

このような試みの一つとして､彼はミュン-ンで心理学研究会- のちの実験心理研究会

を結成し､催眠術の研究者でもあった精神科医のアノレ ルヾト･フォン･シュレンクーノッツイ

ングらとともに､オカル ト現象の実験的 ･科学的な検証に努めた｡4 このときの研究成果は､

心霊主義者たちに広く読まれた 『心哩研究』や 『スフィンクス』を始めとするオカルティズム

の専門誌だけでなく､大衆向 こも論説として発表された｡5デュ･プレル

の著作に影響を受けた人物として､リルケやリヒヤルト･デ｣メル､オスカー ･パニッツァ､

√ソレマン･バーソレなど､モデ/レネの作家たちを挙げることができる｡とりわけリルケは､1890

年代後半に晩年のデュ･プレルと個人的な親交をむすび､彼を讃える詩を贈っている｡61880

年代から90年代の半ばにかけて､ドイツを代表するノ 究者として数多くの著作と論考を

残したデュ･プレルは､1899年に60歳の誕生日を迎えたのちに亡くなった｡ 7デュ･プレル

がもっとも旺盛に活動した､1880年代から90年代なかばまでの10余年は､いわばドイツに

おける科学的オカルティズムの最盛期であったといえる｡1894年以降､デュ･プ

-の論文の寄稿などの活動をほとんど行わなくなったが､そのかわりに台頭したのは､フラン

ツ･ノVレトマンやブラヴァツキー､シュタイナーのような､ある種の秘教的な個人の経験一 修

行や手中秘的な体験など一 に依拠する神智学や人智学としてのオカルティズムであった｡また､

デュ･プレルが取り組んだような科学的に心霊現象を解明しようという方向性は､マックス･

デソワ-ソレが虐政台した超JLj里芋として現代に受81継がれている｡

これまでオカルティズムや超心理学の文脈以外では､ほとんど忘却されていたデュ･プレル

であるが､1990年代以降､ドイツにおけるJ乾阻史的 ･文学史的な研究において､再評価の動

きが高まっている｡8デュ･プレルを-ツケルやベルシェら一元論者と並べて論じたFickを始

4フロイトと同時代にパリのシャルコーのもとや御民を学んだ､シュレンク-ノッツイング (186211929)

共を使ったダンスの上演を試みたり､今日エクトプラズムとして知られる､霊魂の物質

化現象を観察したことで知られる｡

5Kaiserはデュ･プレルが寄稿した委

デュ･プレルが寄稿

こついて詳細な書誌情報をまとめている｡それによれば､

日誌だけでなく､1h'e 物 wa玖 W eneTRLm(如 au,1h'eBesse

(Wlen)などの情婿志･文芸誌も含まれていたことが分かる｡Vgl.Kaiser,TomasH.:Zm'jehenPuotvph'e

LmdSph'titmus.Azmdb岬 mhebemandWed価 awlduHelSaarbrticken2008,S.214ff.
6デュ･プレルとリルケの関係については､Magndsson,Gisli:DkhttmgalsB盛jzzwgsmetapLLVSik.
Wtirzbtug2008に詳しUl.

7デュ･プレノレの生涯については､h fkel:1HePsycheunddasEmie.H指g.V.AnわnBrieger.Pforzheim
1971に収録された､編者Briegerによる詳細な角零免を参考にした｡
8デュ･プレルとそのノ弛 ミ忘れられてしまった要因として､Kaiserは､思想としての価値だけでなく､第

二次畑 寺に空襲でデュ･プレノレの子孫の家が破壊され､貴重な資料が失われてしまったことを挙げてい
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め､Treitel､Sawicki､Pytlikなどは､デュ･プ レルを世紀転換期におけるドイツ･オカルテ

ィズムの中心人物として取り上げている｡9 さらにデュ･プレルの独自の宇宙論については､

Crowe､Clausbergなどが言及している｡10また､Kaiserは大量の資料や書簡を渉猟し､初

めての伝記的な研究をまとめた｡ll

本稿では､これらの先行研究を参考に､デュ･プレルの心霊研究と同時代の科学､および大

衆科学ブ｣ムとの関連を探り､そこからデュ･プレルのノ 究の目的について追求したUi.

2.大衆科学の流行と心霊研究

19世紀から20世紀初頭にかけて､全粒界的にたい-んな影響力を持っていたのが､ダーウ

ィンの進化論であった｡1859年に 『種の起源』として刊行されたダーウィンの思想は､その

二次創作的な "ダ｣ウイン主義者"たちの言説も含めて､ヨーロッパの知識人だけでなく､市

民たちにも共有されるようになった｡19世紀半ば以降､ドイツでは一般市民向けの科学書や科

されたり､講演会が開かれたりして､人々の関心を引きつけた｡この大衆科

学ブ｣ムの牽引役となったのは､大学の教授たちだけではなかった｡ 大学で学んだものの､研

究者として大学に残るのではなく､在野で執筆 ･講演活動を続ける一 今日でいえばサイエン

スライターに当たるような一 人々が､科学的知識の普及の担い手となっていたのである｡大

衆科学の普及者の代表的な例として､エルンスト･-ツケルやヴィノレソレム･ベルシェ､エル

ンスト･クラウゼ､ヴィノレソレム･マックス･マイヤー､ノレートヴィヒ･ビューヒナ一､ヤー

コプ ･モレスコットといった人物をあげることができる｡12これらの人物たちが､おもに論じ

たのは､先に挙げたようは匡化論的な生物や宇宙の歴史である｡たとえばェルンスト･-ツケ

る｡Vgl.Kaiser,S.14.
9Fick,Monika:鹿∽emnltLadWeltstele.Tiibingen,1993;Treitel,Corinna:A&IEnCefw 盆e鹿LLI
Bal丘more2004;Sawicki,Diethard:Leknm'tdtinTo由n.Padertx)rn/Mtinchen/Wien/Ztirich2(氾2;
軸 比 ,Pdska:CadtI'smusLmdModEm e.Padertx)rn/Mtinchen/Wlen/Zthich2(氾5.
10cmwe,MichaelJ.:me肋 由mstn'dhTeDebate,1750-19a?.Cambridge1986;Clausberg,h l:
Zm'段通endenSttm en/Lttzhtbiklmh'T19.払rlm 2(X)6.

llKaiser,a.a.0.なお本書についての文南頬召介として､拙稿 :｢文献紹介 TomasH.Kaiser:Zwischen

PhilosophieundSphitismus.Am aherungenanLebenundWerkYonCarlduhel｣:京者防こ学大学院現
代文明論喜瀞室文明構造論分野 『文明構宣論』第5号 (2(氾9年)､189-198頁所収がある｡また､デュ･プ

レルの声鰍 ＼の登場は､ 三 FJL､霊の現象』警醒杜書店 1fX)9年やラフアエル ･フォン･ケ-ベ

ル 『ケ-叫 朋 (久保勉編訳)岩波書店1957年などで言及されて以来ほとんど皆無であった｡

なお､邦訳として､拙訳 :｢いかにして私は心霊主義者となったか- 『心霊主義』より｣:京都大学大学

院現代文明論喜瀞室文明構造論分野 『文明構宣論』第6号 (2010年)､131-153頁所収がある｡

12普及者については､Daumが､この時期に活動した200人を超える人物について､

中 心 的 な テ ー マ に つ い て 詳 し く分 類 を試 み て い る ｡ Vgl.Daum ,AndreasW.:
Wksen軸 LdzZdslew gm 19.Jh hLmded.Mtinchen2(氾2,S.385f.

■
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ルは 『自然創造史』(1868年)などにおいて､微生物から霊長類､人類に至る長大な進化の歴

史を物語っている｡

初期のデュ･プレルもまた､このような時代の流行を敏感に感じ取り､1874年には､宇宙

における惑星たちの生存競争をテーマとした著作 『天上における生存をめぐる闘い (DeT

屈まmPfLLmSDHSeihamBihlmeb』､そして1880年にはその続編として､『惑星の住人たちと

星雲説』を発表している｡デュ･プレルも含め､この時代の大衆科学本に共通しているのは､

｢発達 (Entwicklung)｣や ｢進歩 (Fortschritt)｣というキーワードのもとに､輝かしい自然

界の歴史とオプティミスティックな未来像を語るというスタイルであったとDaum は述べて

いる｡13彼らは発達と進歩を続ける自然の歴史と､自分たちがおかれた状況とを重ね合わせて､

科学の更なる発展と人類の進歩を夢見ていたのであろう｡

大衆科学の流行とほぼ同時期に､ドイツを含め欧米では､心霊主義も流行の兆しを見せ始め

る｡とりわけよく知られているのは､1847年にアメリカ人のフォックス姉妹が､霊との交信

に成功したというエピ ソードである｡これをきっかけに､1850年代のアメリカには､心霊主

義を研究するサークルや学会が組織され､さらにヨーロッパにも心霊主義を広めようと多くの
使節団が訪れたという｡1869年にはイギリスで心霊研究協会が組織され､科学的な知識を持

った人々も心霊研究に関与するようになった｡14ドイツにおける科学的心霊主義の代表的な人

物は､ライブツイヒ大学の物理学軸受であったツェルナ-である｡ ツェノレデーは1877年に､

イギリス人の 其-ンリー･スレイドとともに公開実験を行い､その結果､心霊現象の中に､

ある種の四次元空間の通過現象が見られることを幸陪 している｡15心霊現象を解明するのに､

専門的な教養をもった自然科学者が関与したり､自然科学の知識が用いられたりすることが､

この日新宅の心霊主義の最も大きな特徴である｡大衆科学と同様にまた､心霊主義も､専門

JL､･文芸誌などのメディアを通じて広く普及してゆく｡デュ･プレルも1886年に､ミ

ユン-ンにおいて ｢心理研究会｣を組織し､ JL､『心哩研究』および 『スフィンクス』の中心

的な寄稿者として､古代における心霊現象の紹介から､人間の無意識と文学的創作の関係､さ

らには科学的な心霊現象の解明にいたるまで､幅広い記事を投稿した｡

13 Daum , Andreas W.: Das vers6lmende Element in der neuen Weltanschauung
htwicklungsop血血smus,Naturasthedk undHarmoniedenken im ppularwissenschaalichen
DiskursderNaturkn deum 1900.In:Drehsen,Volker/Span ,Wdter(Hrsg.):Vum Welamwmdel
z乙〝Weltm威力auLmgSmalyse.& 'wmmBh71ehmLmgLmdh 'senゐ触 LLm19a?.払rlm 1996,S.
203-215,S.208.
14イヴォンヌ･カステラン 『 (田中義康訳)白水社1993年｡

15ツェノレデーの実験とは､具僻勺には紐と輪を複雑に絡み合わせたものを､間に入っている物を壊したり､

蝋による封賊をはがしたりせずにほどく実験や､その場にないものを出現させる実験 ｢アボーッ｣である｡
･ウレリンでの公開実験には､フェヒナ一､ヴントなどの著名な科学者たちが参加した｡Vgl.Sawicki,S.303.
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大衆科学の流行と､科学を参照する心霊主義の興隆は､もちろん問題を共有していると考え

られる｡すなわち､両者の間に通底する問題意識として､進化論的世界観-の関心､そして科

学技術文明によるこれまで不可解であった謎の角獅 臣性への期待があったのではないだろう

か｡大衆科学においては､進化論という原理によって､宇宙や自然や生物の全体的な歴史が､

一連の発達と進歩を繰り返すストーリーとして描き出されたように､心霊主義の御戒では､こ

れまで不可解であった動物磁気や流体哩論､無意識や夢遊状態､そして幽霊や死後の世界とい

った事柄が､科学による新たな法則や知見によって説明できるようになったのである｡

デュ･プレルは､晩年の大著 『自然科学としての劇 において､実際に心霊現象を､最新

の科学技術を用いて説明しうるようになったと述べ､テレパシー的な思考の伝達もまた､説明

可能であると述べている｡

レントゲン線と無線電信が発明されて､透視とテレパシーが物理的に説明可能となっ

たいまや､人間の静官から出てくる放射を遠隔的な効果-と移すことができるような

何らかの発見がなされれをも 人間を絶えず衡釘ヒしてゆく機械のように見なすように

なるかもしれない.それぞれの思考伝達というものは､このような形の物理的過程を

基盤としているはデである｡そこにおいては､一つの脳から発せられたものは､波状

に伝わって､可逆性の原理に則り､同じような感覚静官を有する三つ目の脳と出会っ

た際に､再び一つの思考-と変換されるのである｡16

実験や観察- その多くは自分で行ったものではなく､先行研究の実験データを二次的ら謀り用

したものだったが- や､古い文献などにおける超常現象を､科学技術の言葉を使って､技術

とのアナロジーで説明する､というのがデュ･プレルにおける特徴的な方法である｡

当時からすでに､デュ･プ レルや他の心霊主義者における科学性を批判する声はもちろんあ

った｡17しかしながらおそらくデュ･プレルがノ 究に取り組んだ目的は､心霊現象を､誰

もが納得する科学的な法則によって説明することだけではなかった古土ヂた デュ･プレルは､

レクラム文庫 『心霊主義』に収められた小論 ｢いかにして私は心霊主義者となったか｣におい

16DuPrel:Dq'eMag'ealsNatm 'SjWmgtZhaH.Leipzig1899,S.22f.
17Sommerは､デュ･プ レノレがすでに彼のもっとも近しい仲間である､シュレンクーノッツイングやヒュッ

ベンシュライデン 探 JL､『スフィンクス』の編集者｡細胞説を唱えた植物学者シュライデンの眉子で､植民

地駐在員であったが､のちにノ ･ネ糟 学者として活動した)らによって､方法論や用語のずさん

さを批判されていたことを指摘している｡Sommer,Andreas:FmmAstronomybTranscendental
Darwinism:C批Idu打el(183911899).h:eJoLm alofkientiHcE421wBb'on,Vol.23,No.1.(2009),pp.
59-68,p.64.
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て､みずからの学問的な歩みと心霊主義-の取り組みを紹介している｡その中で､デュ･プレ

ルは､オカルティズムとは､ 的な世界像の構築に向けての中間的な段階であり､また ｢オ

カルテイズムは､いまだ知られていない自然科学に過ぎず､ の自然科学によって証

明されることになる｣18と述べている｡そのために､さまざまなオカルト現象を科学的に解明

するべく､経験的な事実を集めることが必要であるというのだ｡デュ･プレルにおける心霊主

義の射程とは､科学的な真実の追究という問題よりも､さらに広い地平､つまりオカルティズ

ムによる新たな世界観の樹立という目標を視野に収めていたと考えられる｡

3.空中浮揚と器官投射一 心霊主義と人間の発達可能性

先に述べたように､デュ･プレルは､実験や文献だけでなく､技術とのアナロジーによって

心霊現象を説明しようとした｡このような方法論をデュ･プレルが兄いだしたきっかけになっ

たのが､哲学者で教育家でもあったエルンスト･カップの『技術の哲学についての基礎論』(1877

午)という本で展開された ｢器官投射 (Organprojektion)｣という

のように説明している｡

る｡カップは以下

職人におけるいわゆる 道̀具7'や､芸術における楽器､最も小さなものや速度を引例

するような学問における装置､人間による音や発話によって動かされ作られる空気の

波動といったものは矛盾なく､カテゴリにおける､物質へと形成された投射に属する

のであるが､私はこれらを､ピュシスまたはブ シュケあるいはその両方が合わさった
●●●●

一元論的な解釈のどれが強調されているかを考慮に入れずに､実際に器官投射と呼ぶ

ことにした｡(傍点古淵 19

器官投射とは､人間の手で作られた機械や道具は､意図せずとも必ず人間の何らかの機能を

模倣し､拡張したものとなっているという説である｡デュ･プレルは､カップ の説を受けて､

このように説明している｡

すなわちカメラ･オプスキュラの場合､決して意図的に目を模倣して作られたのでは

なく､翻って､カメラが発明されたことで初めて､私たちの目の仕組みがわかったの

である｡(中略)同様に､ピアノを引き合いに出すことで､聴覚静官が理解できるし､

18DuPrel,DETSph'titmus,S.15.
19Kapp,Emst:Gm cihi'eneheTFhHotvph'edETTex血&.Braunschweig1877,S.27.
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電信によって神経の機構が理解できるのである｡20

デュ･プレルは､心霊現象のなかに器官投射の実際を見ようとしている｡それは､彼にとって､

技術を通じて人間の未来の姿､すなわち人間の許すのさらなる発達可能性を模索することであ

った｡『自然科学としての劇 のなかで､デュ･プレルはさまざまなオカルト現象を例に､科

学的な解明の道を探っている｡ここで取り上げられるのは､たとえばテーブルターニング (い

わゆるこっくりさん)､テレパシー､千里眼､空中浮揚､動物磁気､オfl121､ 占い棒 (ダウジ

ングのようなもの)､特定の場所に石が降ってくる怪現象､などである｡ここではそのなかでも

とりわけ世糸魂云換期の科学技術文明と関連が深いと考えられる､空中浮揚現象について取り上

げ､それをデュ･プ レルがどのように捉えたのかを考察する｡

空中浮揚現象とは､簡単にいえば物体や人体が､重力の影響を離れて宙に浮く現象のことで

ある｡そこには､トランス状態の

シ-状態の

共がテーブルを動かす現象 (Tischriicken)や､エクスタ

共が宙に浮かぶ現象などが含まれる｡デュ･プレルはこのような現象が生じる原

因を､重力から浮揚する力-の転換にあるのではないかと考えている｡

物理学者たちにとって謎めいた重力が､電気的な引力であり､それゆえニュートンの

万有引力の法則が､ヴェ-バーの電気力学の法則における特別な場合として捉えられ

るのであれば､重さを持った､引き寄せられた身体は､その電気的な極性が変わった

なら､すぐに引きつける力は押す力-､重力は浮揚する力-と変わるだろう (die

GravitationinLevitationverwandeltwerden). 22

デュ･プ レルは人間の身体をミクロコスモスであると述べ､人間のうちには､自然界のあらゆ

る力が備わっているのだとしている｡23それゆえ､空中浮揚現象は､いまだ未知な人間の能力

によって説明することができる｡つまり､人間の身体には､引力を浮揚力-と転換させる能力

がそなわっているというの監 24むろんこのような説明は､まさに仮説でしかないのだが､重

20DuPrel:DzLgh 'tgeldesMe拙速en.Ulm 1986,S.71.
21オド (Od)とは化学者ライヒェンバッハが､1845年に発表した説で､載物磁気と同様､あらゆる生体や
物質に備わるエネルギーのようなもの｡磁気説にたいし､流体説と呼ばれる｡カーソレ･フォン･ライ-ン

バッハ 田中秘のオド･パワー:もうひとつの科学史の発掘』(岡田圭吾訳)日本教文社1987年を参照｡

22Duhel,DbMag'ealsNatLLt碗 S.152.
23Ebd.
24そのような力が存をする証拠のひとつとして､デュ･プレルは ｢おそらく夢においてよくある滞旋したり

飛んだりといったことは､空中浮揚の入り口となる疑似的な感覚であろう｣と述べている｡Vgl.ebd.,S.
162.
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要なのは､デュ･プレルが浮揚力が存在する可能性から､ノ

うになるかもしれないということを構但している点である｡

的に自由に空を飛べるよ

エクスタシー状態における空中浮揚が､技術的な飛行の自然における原型であるとす

れをも 極性の転換からエクスタシー的飛行が生じるという先の説明は､技術的な飛行

-の道しるべとなるだろう｡25

器官投射の考えを応用すれさま 人間が作り出した道具機 械の中に､人間の器官や性質を理

解するための鍵が得られるように､空中浮揚現象という人間の未知なる能力を分析することで､

逆に機械的 ･技術的に､空中に浮くための方法が理解できるのではないか､というのがデュ･

プレルの考えである｡ もちろんここでデュ･プレルが述べる飛行の可能性とはまったく異なる

方法で､わずか数年後- ライト兄弟の飛行は1903年一 に人類は人工的に飛行する方法を開

発し､みごと成功をおさめるのであるが､ここでデュ･プレルが念頭に置いているのは､器官

投射として提示される人間の未知なる能力､つまりさらなる発達を遂げた人間というイメージ

であると考えられる｡

デュ･プレルは､『宇宙の発達史』(1882年)において､進化論的生存競争と自然淘汰の原

理によって､宇宙全体の生成を論じたが､彼にとっての進化論とは､単に惑星や生物の歴史的

変遷を論じるための理論に留まらない.デュ･プレルは人間のさらなる進化の可能性を､生物

が個々の環境に して､身体や静官を作りかえていったように､ として捉

えている｡26そして彼の思想によれば､人間の進化は死後の世界にも及ぶ｡人間は､死後に別

の身体 (アストラル体)をもって､さらなる進化を続けてゆく｡死とは､肉体と精神の寸簡戒を

意酷するのではない｡私たちにとっての､見える世界が変化するだけのことだというのた

それゆえ魂と身体の区別は､感覚的な直観の変化にある｡すなわち別の世界である｡
●●●●●● ●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●
別の世界とは､しかし別の場所ではなく､単に別の直観を意味するのである｡(強調は

原著者)27

生の世界と死後の世界とは､夜と昼のように､私たちにとっての見え方の違いでしかない.

つまり感覚的に捉えられるか否かによる違いであり､彼岸と此岸とは､私たちの感覚閥

25Ebd.,S.169.

26DuPrel,Sph'titmus,S.15f.
27DuPrel,DzLgh'tSeldesMemKZhen,S.89.
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(Empfindungsschwelle)によって隔てられているに過ぎないのだ｡28そしてこの感覚閥は､

可変的なものであり､催眠状態や夢遊状態の人間が､目覚めている状態ではなしえなかったよ

うなことをするように､詩人などの霊感豊かな人間､死者 其などといった人々は､通常の

人間が生きている感覚の世界とは､別の世界を同時に生きている｡通常の感覚とを胡Uの､いわ

を堪 感覚的な世界をかいま見､そこから詩人であれば､芸術的なイメージを得ているし､

であれは 死者との交流が可能になったりする｡デュ･プレルにおいて､人間とはヤヌスのよ

うに二つの顔を持つ存在である｡ すなわち彼岸と此岸､意言 という二つの､

相通じることのできない場に､同時に存在するのである｡この両者の存在を統合する､いわば

通常の自己よりも上位の次元の自己意識を､デュ ･プレルは ｢超越論的な主体｣(das

TranscendentaleSubjekt)と名付け､このことについて探求することを心霊主義の大きな目

標として掲げたのである｡

そしてデュ･プレルは､心霊主義の学問的な立場､つまり既存の自然科学との関係をこのよ

うにまとめている｡

彼岸とは､それゆえ私たちの器官が適合しない現世の一部分なのである｡そこには奇

跡によって置き換えられるような因果性を持った形而上学は存在せず､むしろある別

の形での因果性を持ったある種の形而上学があるのだろう｡あらゆる形而上学は単な

る未知の自然科学である｡そうなると自然科学の進歩をもくろむ者たちは当然のこと

ながら､オカルティズムを研究することになるだろう｡自然科学者たちがオカルティ

ズムの断固たる敵となっているというのは､まったく逆の事態である｡すなわち自然

科学者たちは､オカルティズムが自然科学と相容れない領域であるというまったく誤

った理解をしているのであるが､実のところオカルティズムは､自然科学の欠落を埋

めるものなのである｡オカルティズムはたしかに私たちが知らない自然の力を提示す

るが､ここでを物 理学の実験室におけるように､因果性が成立しているのた オカル

ト的な力は､それゆえ研究の対象とならないが､むしろ技術的な応用は可能なのであ

る｡29

28即 並 が指摘するように､デュ･プレノレの心霊主義における生と死の区別をめぐる議論の中核となる､｢感
党閥｣についての考えは､フェヒナ-の理論に大きな影響を受けている｡とりわら と無意識を隔てる

境界が､可動的なものであり､催日脚璃弼 堪状態において､この境界を越えることができるという点に

デュ･プ レ/レの魂についての思考の中心がある｡ 瑚 並(hsg.):Sph'titmusLmdA'sthetibtzheM odEme-

肋 LmdMiindenLLm1900.Tiibingen2006,S.48.
29DuPrel:DEWToddasJensd&,dasLekn血 Jem elts.Leipzig1899,S.57.
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デュ･プレルにおける心霊主義とは､いまだ自然科学の研究対象とはなりえない現象をも研究

対象として取り込む､いわば過渡的な､未来の自然科学なのである｡

4.デュ･プレルの心霊研究と社会

この節では､デュ･プレルにおける人間の発達可能性へと向かう心霊主義が､同時代の社会

においてどのような意味を持っていたのかという問題について考察する｡デュ･プレルが未来

の自然科学として構想した､科学的な心霊主義が探求したのは､人間の未知なる感覚や能力で

あり､さらなる発達の可能性である｡人間は､死による肉体の寸簡戒という物理的な終蔦を克服

勺には宇宙空間に生の場所を兄いだし､星々の間を､他の惑星の住人とともに生きて

いくだろうと､彼は夢想している｡30デュ･プレルは､死者の魂としての人間は､さらに発達

を続け､最終的には身体を持った､より完成度の高い人間として生まれ変わるということも予

想している｡

この過程の最終目的は､すなわち魂の所有から､その地上の現象形態-とよりいっそ

う豊かに流れ込み､生まれ変わり-の道となることだろう｡それゆえっいには､超越

論的主体を備え､地上の現象形態と完全に一体化し､あらゆる無意識が意識に組み入

れられているような被造物を､地球は生み出すことになるだろう｡31

身体と､身体的な感覚の制限を超えた､超越論的主体を備え､さらには無意識も意識も両方を

備えた生命が誕生するということは､それはもはや新たな人類ではなく､ある種の神の創出に

等しいのではないだろうか｡デュ･プ レルにおける死後の人間の発達､という考えは､当然の

ことながらある種の宗教性を帯びるようになる｡それ周究存のキリスト教的な宗教性を否定し

ようとこころみた､-ツケルらの一元論が､新たな宗教へと発展していったこととも近いので

はないだろうか｡

しかしながら､デュ･プレルの思想は最終的に宗教を生み出すには至らなかった｡この理由

を､オカルティズムの歴史をまとめたSawickiは､デュ･プ レルにおける社会性の欠如､すな

わち社会-のまなざしの貧しさに帰している｡32デュ･プ レルにおける人間の発達とは､たん

に個人としての問題でしかなく､社会とのつながりの欠如は､｢彼の理論における盲点｣33で

30Ebd.,S.116.

31DuPrel,DzLgh 'tSeldesMen威力en,S.132.
32Sawicki,S.334.
33Ebd.
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あるというのた

もっぱら浮世離れした心霊主義の研究に生涯を捧げたように見えるデュ･プレルであるが､

彼が一冊だと瀬上会問題について論じた本が残っている｡それは､『人種の改良の手段としての出

生前教育』という小冊子である｡34 この本の中でデュ･プレルは､当時萌封ヒ論的オプティミ

ズムと同時に存在した､額落 (Degeneration)-の不安- つまり進化論において､進化する

種がある一方で､劣った個体が続いたために自然淘汰されてしまう種があるように､人類が額

港-向かう恐れ一 に対してどのような対策があるのかを論じている｡デュ･プレルは､母親

が妊娠中に見た夢や体験したできごとが子供へと反映される現象 (Ⅵ∋rsehen)の事例を分析し

ながら､母親と子供の関係は､いわを瀞 闇市と夢麹走者との関係に等しいと考えている｡35っ

まり したことが､そのまま産まれてくる子供-と反映される可能性があると

いうことだ｡そして､母体と月糾EjLとの間のテレパシー的な交信によって､出生前教育として､

芸術や学問的知識を授けるべきであるというのた この本では､出生前教育だけでなく､実際

に生じているさまざまな社会問題への角神と策についても論じられているのだが､そこで展開さ

れるのは､ある種の社会ダーウィニズム的な決まり文句の繰り返しでしかない｡

多くの犯罪者たちには､もちろん流刑だけでなく､さらには断種も施すこともできよ

う｡さしあたりはアナーキストに対して行われるべきである｡とはいえそのような方

針ではいまだ不十分であろう｡人間性の根本的な再生および計画的な人種の改良､そ

れらは出生前教育の助けなしには通式され得ないのである｡36

また､デュ･プレルは/レートヴィヒ･ビューヒナ- (ゲオルク･ビューヒナ-の弟で､19世

紀後半に多大な影響力を持った 『力と質量』の著者)に代表されるような唯物主義的自然科学

者たちを敵として批判している｡唯物主義の広まりが､社会の不安につながっているというの

た 彼によれは 唯物主義者たちのいわを親 坤り益的な世界観が､道徳性の後退を招いており､

心霊主義がいうように､魂は不死であり､死後も発展を続けるということがもっと世の中に広

く証明されなければならないと述べている｡37

デュ･プレルにとって批判の対象となるのは､唯物主義者たちだけではない｡心霊主義ブ｣

ムの背景には､キリスト教的世界観-の批判が含まれていたことはいうまでもない.キリスト

34DuPrel:Dq'eⅦmgebLHikheEziehLmgabM'tk!1zwMeJ脱退eluZi'ChtlitH3g.Jena1899.
35Ebd.,S.6.

36Ebd.,S.31.

37DuPrel,DzLgh 'tgeldesMe拙速en,S.158f.
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教への懐疑と唯物主義は､大衆科学における発展的な進化のイメージともリンクしていたのた

デュ･プレルがキリスト教を批判するのは､その圧制的な教条主義のためである｡すなわち､

自然科学の時代を迎えた今日､教義や神秘について､もはや盲目的に信じさせるというキリス

ト教会の方法では､不信心者の増大を抑えることはできない.これからは､信じさせるのでは

なく､理解させること､つまり科学的な説明と越 によって納得させることが必要なのである

というのた 38そして心霊主義こそが､社会に開かれた思想､それは旧来のエリート主義的な

ごく一部の教養人のみを対象にした哲学ではなく､いっぽうドグマティックな宗教ともことな

る､一般的な大衆のための知識として､経験的な事実によってたち､実験的に探求される心霊

主義こそが､未来の世界観となるべきなのだとデュ･プレルは強調している｡このような方向

性､つまり19世紀後半における自然科学的知識の普及と同じように､一般大衆を巻き込み､

それらの人々にとっての代替的な宗教となろうとしたところに､デュ･プレルらが実践した科

学的心霊主義のもっとも大きな特徴があるのではないだろうか｡

おわりに

最後に､本稿全体をまとめ､デュ･プレルのノ 究について､どのようなさらなる探求の

余地があるかということについて考えを述べたい.

本稿では､以上のように､カール ･デュ･プレルのノ 究において､自然科学的な知識と

心霊現象-の探求という､現代に生きる私たちからすれ古事目反するように見える二つの方向性

がどのように両立していたのかという問いを出発点として､彼の思想におけるとりわけ人間の

発達という問題を考察した｡デュ･プレルにおける科学と心霊研究は､人間の発達可酸性とい

う点において交蒼する｡器官投射説として彼がたびたび言及していたように､人間がつくった

機械や技術のなかには､無意識的に人間のもっている器官や能力を解明するしくみが宿ってい

る｡それを解明し､応用することで､不可思議な心霊現象も､これまでは不可能と思われてい

た技術も､同じように説明可能となるし､そこで発見された人間の能力は､ 的な発達の可

能性へとつながるのである｡ このようなデュ･プレルの思考は､もちろん今日の私たちから見

ればあまりにも無理があるし､科学的ともいいがたい.だが､彼の思想が多くの読者の支持を

得て､ある意味一つの時代を作っていたというのも事実である｡デュ･プ レルの思想が人々を

引きつけた要因としては､Ⅸ由serが詳しく検証したように､大衆科学の普及者や大学人､出版

人とのネットワーク作りなど､非常に優れた戦略性もあるだろうし､39彼の著作に展開された

理論が､同時代の人々における､科学的な説明によっては両足しきれないファンタジーを喚起

38Ebd.,S.158.

39Vgl.Kaiser.
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したということも考えられよう｡40

デュ･プレルの著作が､人間の発達可能性という一貫した方向性を持ちながら､天文学 ･自

然史･文学 ･ノ 究と､さまざまな対象を扱っていたことから､彼の持っていた幅広い関心

を窺い知ることができるし､そこから私たちは､デュ･プ レルおよびモデ/レネにおけるさまざ

まな問題を考察することができる｡本稿では洋しく論じることができなかったが､デュ･プレ

ルは､ ･ら､人間の夢や､夢と昼間の人間の意識との関係につ

いても言及している｡この分野における代表的な著作である 同種畔享学』については､フロイ

トが 帽鞘碑闇 において幾度か言及している｡41デュ･プレルの方法論や目的は､もちろん精

神分析の科学性とは相容れないのだろうが､彼らが問題を共有していたという点については､

より深く掘り下げてみる必要があろう｡ また､彼の宇甜 ヒ論や人間の発達についての思考に

おいては､なんらかの合目的性 (ZweckmaL3igkeit)が存在し､それによって自然の法則や世

界の変転が導かれているという考え方が見られる｡このようなある種の目的論的思考とダーウ

イニズムの自然観がどのように両立していたのか､そして先にも述べたように､

らなかったのか､という点に ついても､再考の余地があるし､他の一元論者たちの言説と比較

してみることで､デュ･プ レルの思想の独自性や､文脈といったものが理解できるだろう｡

デュ･プレルは夢遊状態の人間の精神を実験や観察から探求し､人間の精神活動という観点

から独自の世界観を構想した｡私たちの諦 思考､道徳といった精神の活動をどのように捉

え､どこに位置づけるのかという問題は､心霊主義鋼帯申分析だけでなく､文学や芸術も含め､

20世紀の人文諸科学全体に関連する課題である｡このような問題に対して､デュ･プレルを始

めとするノ 究者たちの大胆な仮説や想像力に富んだ発想は､今日の私たちに新たな洞察を

得る手がかりを提供しうるといえるだろう｡

40デュ･プレノレの著作がモデ/レネの文学者に影響を与えたことを汁 でに述べたが､デュ･プレノレの信奉者と

してもう一人忘れてはならないのが､フロイトの論文によって広く知られることになった精手中両者ダニエ

ル ･バウル ･シュレーヤ -ヾである｡ シュレーヤ -ヾの 『あるネ嘩重病者の回偶剤 では､デュ･プレノレの 『宇

宙の発皇史』が幾度も読み返した本として繰り返し言及されている｡端的にいえば､シュレーヤ 一ヾにおけ

る､通常の人間には不可能な神との固妾的な交信､すなわち ri嘩楓 という現象も､彼のみが世界滅

亡後の世界に生きているという世界観も､デュ･プレノレのいう彼岸と此岸を隔てる感党閥の超越という発

想や神の似姿としての ｢超越論的な主体｣という考えにきわめて近いと考えられる｡デュ･プレルとシュ

レーヤ -ヾの関係については､拙稿 ｢目的 ･進化 ･自由意思- シュレーヤ 一ヾにおける世界認識の問題｣:冒

本独文学会京者陵語陰 『GermanistikKyob』第9号 (2008年)21-38頁所収を参艶
41デュ･プレルとフロイトにおける夢と文部 傾rJ作の関係については､拙稿 ｢カーソレ･デュ･プレノレの夢研
究について-フロイトとの比較を通じて｣:日本独文学会中国四国支吾陰 『ドイツ文職 第40号(2(氾7

年)47-56頁所収を参月氏
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Wissenschaft und Entwicklung des Spiritismus bei earl du Prel

KUMAGAI Tetsuya

earl du Prel (1839-1899) war ein berühmter, einflussreicher Spiritist, Philosoph

und Schriftsteller gegen Ende des 19. Jahrhunderts in Deutschland. Damals haben

sich nicht nur die breite Masse, sondern auch die Intellektuellen für den Spiritismus

und okkulte Phänomene, wie z.B. Tischrücken, Geisterseherei, Somnambulismus,

Hypnose usw. interessiert. Du Prel hat viele Bücher und Artikel darüber für

Zeitungen und Zeitschriften geschrieben und seine spiritistische Lehre hatte sehr

großen Einfluss auf die Zeitgenossen. Außerdem gewannen seIne

naturwissenschaftlichen und naturgeschichtlichen Schriften und Vorreden, die der

Darwin'schen Evolutionstheorie folgten, zunehmend an Popularität.

In diesem Aufsatz geht es um den Zusammenhang zwischen Naturwissenschaft

und Spiritismus bei du Prel. Der Spiritismus und die Populärwissenschaft teilten in

dieser Zeit die optimistische Stimmung, dass man alles naturwissenschaftlich

erklären und so die Welt weiter entwickeln könne. Zuerst hat du Prel Philosophie

studiert, sich anschließend die Lehren des Darwinismus und der Astronomie zu eigen

gemacht und dann beschäftigte er sich schließlich mit dem Spiritismus.

Sowohl die naturwissenschaftlichen als auch die spiritistischen Schriften du PreIs

bewegen sich um das Problem der menschlichen Entwicklungsfähigkeit. Er

versuchte, die weitere Entwicklung der menschlichen Eigenschaften anhand der

"Organprojektion"-Theorie von Ernst Kapp mithilfe einer Analogie zwischen

technischen Apparaten und menschlichen Organen zu erklären. Die menschliche

Entwicklung bezieht sich bei du Prel nicht nur auf die biologische,

naturgeschichtliche Stufe, sondern umfasst auch die fortgesetzte Entwicklung der

Seele nach dem Tode.

Du Prel verstand den zukünftigen Menschen als ein Gottesebenbild, das fast

Allmacht hätte. Aber seine Seelenlehre war keineswegs religiös. Er entwarf den Plan
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einer Menschenzüchtung im Sinne des Sozialdarwinismus. Zugleich kritisierte er das

Christentum und den Materialismus als Wurzeln der sozialen Unsicherheit. Du Prel

konzipierte den Spiritismus als zukünftige Wissenschaft, die keine religiöse,

dogmatische Lehre sein und mit der man nachweisbare aber noch nicht

naturwissenschaftlich beweisbare Phänomene behandeln können sollte.
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